
会長あいさつ

� 会長　加藤　英敏さん
コロナは収束には向かっている

ものの、まだまだノーガードとい
うわけにはいかないのかなと思っ
ております。私の会社のほうも、
毎日毎日ドアノブなどにアルコー
ルをかけ、体温を朝晩測ってデー
タを蓄積して、集団感染にならな
いようにしているというのが現状
でございます。気が滅入る部分も少なからずあるの
ですが、こういう時だからこそやれる事はないかと
いう事で、私の会社の中では通常業務を1から見直
そうとしている最中でございます。

私共の会社は工場を運営しておりますので、やっ
ぱり労災だとかそういうものが起きやすい環境であ
ります。一時ほどではないですが、1年に2～3回、
軽度の労災が起きるのを防止する為に、20年位前か
ら会社の中で就業前に全員揃ってラジオ体操を部署
毎にやっております。お手元にあるのは20数年前の
資料なのですが、これを配って啓蒙活動をして、ラ
ジオ体操の音楽を聴いてみんなで体操をしておりま
す。皆さま、ラジオ体操は幼稚園や小学校でやった
事があると思いますが、歴史や効果などはあまり聞
いた事がないと思いますので、お披露目したいと思
います。

ラジオ体操というのは1928年、ラジオ体操第一、
4年後の1932年にラジオ体操第二というのが始まりま
した。現在は第一･第二体操も三代目に入って、1951
年、翌1952年が第二のスタートです。どのような効
果があるのかというと、人間の体をまんべんなく動
かす事に必要な運動を組み合わせて作られていま
す。しかも健康な体なら負荷も少なく、誰でも手軽

に出来る体操であると。これを毎日続ける事で、加
齢や生活の偏りなどが主の原因となる体のきしみを
取り除き、人間本来の持っている機能を元の状態に
戻して維持する効果があるという事でございます。

ラジオ体操第一というのは、誰でも出来る事をポ
イントにした体操であり、体全体の筋肉や関節をバ
ランスよく動かす事で、運動強度としてはそんなに
強いものではないという事です。ラジオ体操第二
は、体を鍛えて筋力を強化する事にポイントを置い
ていると。だから第一とは効果が違います。所要時
間は約3分15秒で、13種類の動作が含まれていて、
同じ3分15秒であれば早歩きよりも消費カロリーが
大きく、毎日の運動やダイエットに向いていると。
わざわざ着替えて歩かなくても、ラジオ体操で充分
であるという事でございます。いつやると効果的
か、出来るだけ朝行うといいそうです。その理由は
覚醒効果が得られる。目を覚ました直後は神経の動
きが鈍く、筋肉と神経の伝達も上手く行われていな
いので、少しでも早く神経の動きを活性化させて血
液を筋肉や脳へバランスよく循環させる事が出来れ
ば、体全体が覚醒してきびきびとした動きになりま
す。仮に朝起きたままじっとした状態で過ごすと、
覚醒するまでに3時間前かかると言われていて、怪
我を防止する為にも是非始めてみましょう。

以上がラジオ体操の歴史と効果であります。私共
毎日、職場にもよりますが、8時～8時30分の間に全
社員が必ずラジオ体操をやって、未然に防止が出来
ればと思って活動しております。今、このコロナ禍
で改めてそういう事を朝礼で訴えて、皆さまにこう
いう紙を配ってもう一回認識を改めてもらっている
という事を日々やっております。もしご参考になれ
ば、是非始めていただければと思いますので、宜し
くお願いします。

幹事報告

� 幹事　江松　央統さん
1.	 10月6日（火）のガバナー公式訪問の会場が、人

数の関係で16階のアイリスからボールルームに変
わりました。

2.	 2021年6月の国際大会に登録をされている方は、
事務局までお知らせ下さい。

3.	先日迷惑メールの件をお話したのですが、あの後
に不審なメールが来た方がいらっしゃいました
ら、開かずに捨ててください。事務局からのメー
ルは、表題に事務局発信と付けてありますので、
ご確認の上、自衛しながら運用していただければ
と思いますので宜しくお願い致します。

2020 年 9 月 29 日（火）晴　第 11回
〜 基本的教育と識字率向上月間／ロータリーの友月間 〜

斉　唱	 それでこそロータリー
出　席	 会員 56 名（出席率算入人数 46 名）
	 出席 37 名　出席率 80.43％
ゲスト	 米山奨学生
	 GONZALES ACHON 
� JUALY YOKOさん
体験例会	 共栄タイヤサービス株式会社
� 専務取締役　小菅　久幹さん
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体験例会紹介

■体験者紹介� 江松　央統さん
皆さま、こんばんは。小菅さんは38歳、お子さん

が2人いらっしゃいます。熱田区でタイヤの会社を
経営しています。宜しくお願い致します。

共栄タイヤサービス株式会社
� 専務取締役　小菅　久幹さん

共栄タイヤサービス株式会社の
小菅と申します。宜しくお願い致
します。こういう場に中々慣れて
いないものですからすごく緊張し
ておりますけれども、目一杯楽し
んで帰れたらと思っております。
本日は一日宜しくお願い致しま
す。

ニコボックス

◆	米山奨学生 ゴンザレス アチョン フアリ ヨウコさ
んの卓話楽しみにしています。
坂田　信子さん 江松　央統さん 福井　佳亮さん
上田　正秀さん 中山　伸夫さん 細井　俊男さん
大橋さなえさん 犬飼りさ枝さん 三浦　和人さん
入谷　直行さん 鈴木　清詞さん 宮嵜　良一さん
加藤　英敏さん 川辺　清次さん 長尾　浅吉さん
児島　徳和さん 高橋　武士さん 吉木　邦男さん
神谷　大徳さん 佐久間とう子さん 杉山　隆秀さん
小嶌　招啓さん 浅井　正勝さん 平沼　純子さん
木下　福郎さん 伊藤　圭一さん 佐々木元彦さん
朝比美和子さん 東山　直史さん 佐々木　暢さん
中村　　勝さん 水野　俊男さん 三島多恵子さん
猪村　美之さん 本多　利郎さん

本日合計　50,000 円　累計　394,000 円

委員会報告

■親睦活動・家族委員会� 委員長　上田　正秀さん
皆さま、こんばんは。親睦活動･家族委員会の上

田です。今度10月10日（土）に秋の家族会がござい
ます。今回の家族会は「GO TO トラベル」の対象
となりまして、割引が使えるという事になりまし
た。既にご入金なさった方に関しては、当日割引分
をご返金させていただきます。まだご入金なさって
いない方に関しては、出席袋に入れさせていただき
ましたが、割引された金額をご請求させていただい
ていますので、それを見ていただいてお早めにご入
金をお願い致します。

注意事項で10月10日（土）の予想気温なのです
が、日中は27度なのですが夜は17度位迄下がるとい
う事で非常に寒くなりますので、厚手の服か羽織る
ものを用意していただくといいかと思います。特に
女性の方は、バスタオルは貸していただけるのです
がブランケットはないようですので、なるべく温か
い格好をしてきていただけると、より一層楽しめる
と思いますので、宜しくお願い致します。

最後に今回コロナという事で、40名乗りの船を2
隻ご用意させていただいております。参加人数が現
在35名という事で、1隻に大体17～18名乗りますの

で、非常にゆったりとしたスペースで楽しんでいた
だけると思います。40名乗りの船にトイレもついて
いるそうです。飲食は出来ないのですがトイレの心
配はございませんので大丈夫だと思います。集合で
すが、マリオットホテルのバス乗り場に13時50分に
集合していただいて、14時に出発となります。宜し
くお願い致します。

アンチエイジングエクササイズ

� 中村　　勝さん

米山奨学生卓話

■米山記念奨学委員会� 委員長　福井　佳亮さん
皆さま、こんばんは。米山記念奨学委員長の福井

です。先日、地区主催の勉強会へ行って来まして、
その中で皆さまに是非寄付をお願いするようにと仰
せつかっておりますので、ご説明させていただきた
いと思います。本日、こちらにロータリーの米山
記念事業豆辞典というのが入っていたと思います。
こちらの5ページに書いてありますが、2019年度～
2020年度の寄付収入に関しては、13億3,632万円とい
う事で、前年度から7,500万円の減少という形になっ
ております。米山奨学会は皆さまからの多大な寄付
で成り立っておりますので、ご協力をお願い致しま
すという事を伝えて欲しいという事です。

19ページになりますが、普通寄付金と特別寄付金
というものがございます。特別寄付金というのが個
人の方の多大なる善意で寄付していただいているも
のになります。こちらが全国平均10,267円となって
おりますが、是非20,000円を目標に支払っていただ
けると大変有り難いと仰せつかっております。20
ページに書いてあります寄付に対する表彰制度とい
うのもございます。次の21ページに書いてあります
通り、寄付は控除の対象となっておりますので、
そちらも読んでいただき制度をご理解いただきまし
て、ご協力をいただきますよう宜しくお願い申し上
げたいと思います。

では、JUALYさんの卓話の前に会長のほうから奨
学金を渡していただきたいと思います。奨学生の紹
介は、カウンセラーの三浦さんから宜しくお願い致
します。

■卓話者紹介� カウンセラー　三浦　和人さん
GONZALES JUALYさんを紹介致します。彼女は

現在、愛知県立大学大学院人間発達研究学科の博士
課程で学んでおられます。大学で勉強をしながら、
ペルーあるいはスペインの子供達に日本の施設で絵
本を使った語学教室をされているという事です。7
月4日（土）に彼女がやっているボランティア活動
を大橋さなえさんと一緒に見学してきました。非常
に熱心に勉学だけでなくボランティア活動もやって
みえる方です。本日は報告を期待しています。宜し
くお願い致します。



■米山奨学生　
� GONZALES ACHON JUALY YOKOさん

皆さま、こんばんは。愛知
県立大学、人間発達研究科の
GONZALES JUALYと申しま
す。宜しくお願い致します。本日
は私と私が実施しているボラン
ティア事業について紹介したいと
思います。こちらは瀬戸市におけ
るスペイン語教室です。簡単に言
うと、このプロジェクトはペルーから来た子供達が
自分の母語や自国の文化を学べる所です。スペイン
語教室では、読み聞かせやペア読書などの相互的読
書活動、オリジナルの本の作成、工作活動などを通
して、子供達が楽しみながら母語の読み書きを学ぶ
事を目的としています。ここに読み聞かせの様子の
写真がありますが、みんなすごく集中して聞いてく
れます。

皆さま、ペルーに行った事はありますか?マチュ
ピチュがある所です。ペルーはブラジルの隣なの
ですが、1990年に日本で移民の法律が改正されまし
た。その時にペルー人とブラジル人は仕事を探す為
に日本へ移民しました。その保護者の子供達を、こ
のプロジェクトの対象としています。この子供達の
状況をちょっと説明したいと思います。

今、この子供達はダブル環境で生活しています。
まず自分の家庭やコミュニティは自分の母語や母文
化で育てられ、学校の中、日本文化では日本語で生
活しています。この子供達は家庭の中では厳しい状
況です。貧困の問題や保護者の学力が低下している
事などにより厳しい労働環境で生活しています。更
に日本の学校は、モノリンガルとモノカルチャーの
学校です。日本の学校なので日本語で勉強していま
すし、日本の文化で考えている教育ですよね。だ
からその結果、この子供達は自分のアイデンティ
ティーがよく分からないのです。そしてダブルリミ
テッドの子供達とよく研究の中で言われています。
これはこの子供達は勿論、スペイン語や日本語が話
せますが、勉強をする時に日本語の語彙が足らなく
て、学習のつまずきがあります。この学習面でのつ
まずきの結果、自己肯定感の低下がみられます。だ
からこのスペイン語教室が今年から始まりました。

この教室を通して、子供達が自分のアイデンティ
ティーを考える事になると思います。ダブルリミ
テッドという言葉は子供達の弱さを見ていますよ
ね。スペイン語は分からない、自分の母語が分から
ない、日本語もよく分からない。そうではなくて、
子供達の可能性を見て欲しいですよね。この子供達
はバイリンガルです。スペイン語が分かる、更に日
本語も分かりますから、バイリンガルの子供達だか
ら、自信や肯定感を持った方がいいですよね。そし
てスペイン語をもっと学べれば、自分の母語で家庭
内のコミュニケーションも良くなると思います。

カーミンズという研究者がいるのですが、カナダ
のトロント大学でスペイン系の移民の子供達につい
て研究しています。この研究者はこの子供達が自分
の母語はよく覚えられる、きちんと学べれば、その
学んだスキル、能力が他の言語でも使う事が出来ま
す。日本語でも中国語でも他の言語でも使う事が出
来ますから、この教室で子供達がその能力を身につ
けて欲しいです。自分の母語をちゃんと学べれば、

学校の学習も良くなると思います。
この子供達は勿論自分の将来の為に色々とやって

います。この子供達は日本で生まれたので子供達が
ちゃんと自分の母語を学べれば、日本語も学校で学ん
でいるため、バイリンガルな人材となると思います。

ここからは、実際にどんな活動をしているのか紹
介したいと思います。まずこの教室で話す力と聞く
力を身に付けたいです。最初の3ヶ月はずっと子供
達のしている事を話しています。語彙を増やす為で
す。理解力をUPする為に、ゲームや意見交換を通
して子供達がスペイン語を学んでいます。手遊びや
ぬいぐるみを使って音楽のリズムに合わせて遊びな
がら意見交換を行っています。読む力は子供達に毎
週私が本の読み聞かせをします。その読み聞かせに
慣れてから、ペア読書や自分で本を読んでいます。
子供達は自分の好きな本を持ち帰って、保護者と一
緒に家で読んでいます。書く力は子供達が自分の読
んだ本に対して、コレクションのようなアルバムを
作っています。11月からは子供達が自分のオリジナ
ルの本を作成します。

今の様子ですが、3月に始まる予定でしたが、コ
ロナの影響で6月に始まりました。子供達が楽しく
勉強をして、段々と自分の母語を読めて書けるよう
になっています。そして子供達だけでなく他の人も
巻き込んでいます。原山小学校の子供なのですが、
その原山小学校の先生達もスペイン語教室の話を
聞いて、私達の行っている教育支援にとても興味を
持ってくれて、見学をしに来てくれました。この子
供達のお兄ちゃんやお姉ちゃん、外国にルーツを持
つ中学生と愛知県立大学の学生もボランティアとし
て手伝いに来ていただいています。このプロジェク
トは家族も積極的に参加しています。先週は保護者
との懇談会がありました。来週からは保護者の方が
毎週手伝いに来てくれる事になったので、すごく嬉
しいです。このプロジェクトは瀬戸市の教育委員会
と愛知県立大学の協力でやりたいと思っています。

私だけでなく子供達もロータリーや米山奨学制度
に感謝しています。今年の最初、2月位に本をもら
いましたが、子供達がその本を楽しく読んでいま
す。ありがとうございます。

第 1359 回例会（10月10日）のご案内
秋の家族会　於：長良川鵜飼


